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	主題名
	親切を生むもの
	内容項目
	B 親切，思いやり

	教材名
	藤井駅のホームでのできごと
	出典
	小学道徳　ゆたかな心

	主題構成の理由
	人には困っている人を見ると放っておけない心があることに気づき，だれに対しても思いやりの心をもって行動しようとする心を育むため。

	ねらい
	人には，困っている人を見ると放っておけない心があることが分かり，だれに対しても思いやりの心をもって接しようとする。
【理解，判断力】人には，困っている人を見ると放っておけない心があることが分かる。
【心情】登場人物の，困っている人を見ると放っておけない心に共感する。
【実践意欲と態度】困っている人を見ると放っておけない心は自分にもあることを自覚し，その心をもとにして，だれに対しても思いやりの心をもって行動しようとする。

	学習指導過程
	・親切な人を想起し，その人が親切な行動ができる理由を考える。
・「藤井駅のホームでのできごと」を読んで，困っている相手を見ると放っておけない心について考える。
　★困っている人を見ると放っておけない心に共感できたか。
・本時で学んだことを自分の言葉でまとめる。
　★困っている人を放っておけない心をもとに，思いやりの心をもって行動しようとしているか。
※★…「評価」につながる見取り

	他の教育活動との関連
	●朝の会・帰りの会
・困っている人を放っておかずに助けている子どもの話題や，そのような内容に関する新聞記事を紹介する。
●道徳の授業
・「藤井駅のホームでのできごと」を読んで，「わたし」やお母さんの行為から見える，困っている相手を見ると放っておけない心について考えさせる。
・『学びの足あと』で振り返らせる。
●学級活動
・身近にいる親切な人をもう一度探し，親切だと思った理由を友達どうしで伝え合わせる。
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